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戦　　評

　白、福岡工業は埼玉栄を６対３で下し準決勝へと駒を進めた。平成９年の京都インターハイぶりに決勝進出を目
指す。対する青、津田学園は鹿児島南を７－６で下し、初の決勝進出に向け全力をかけて福岡工業に挑む。両
チームとも準々決勝で接戦を制しており、勝敗を決めるのは、暑い気温と水温のなか、少ないチャンスをいかにも
のにできるかがポイントといえる。

１Ｐ　試合開始と同時に一進一退の攻防が始まった。両チームとも決勝へ向けた気迫を感じる攻防で、お互いに
シュートを打合うがＧＫやディフェンスに阻まれなかなか得点をすることができない。５：０４白⑫深川幹徳がフロー
ティングから退水を誘発したがパワープレーで得点できず。津田学園も青③木村、⑥中川、⑤今井がミドルシュー
トで応戦したが得点にはつながらない。動きが出たのは１：５２、白が反則をした瞬間に青⑤今井が飛び出し先制
点を決めた。このピリオドは０－１の津田学園リードで終了。

２Ｐ　両チームとも早い展開で攻防を繰り返しているがハンドオフやパスミスなどのターンオーバーが増えてきた。
ここで、５：１８青⑦泉が４５°から鋭いドライブでゴールを決め２点リードとなる。流れをつかんだ津田学園はイン
ターセプトからのカウンターや４：３３青⑦泉の退水誘発でチャンスを作ったがものにすることができなかった。これ
以上点差を広げたくない福岡工業はキャプテン白②深川将平が動いた。フローティングで退水を誘発しパワープ
レーにうつすと同じく白②深川将平がゴールを揺らし１－２。流れが変わるかと思ったが、２：２５青⑦泉がフロー
ティングから得点を決め、２点リードに戻した。福岡工業もフローティングや２：１４白②深川将平のドライブからの
退水誘発でチャンスを作り出してはいるが得点することができず。すると、逆に１：３５青⑧増田がカウンターから
鮮やかなループシュートを放ち、１－４の３点差になり前半戦を折り返した。

３Ｐ　開始直後、白⑫深川幹徳がカットインから退水を誘発すると、さらにオーバータックルで退水になり、津田学
園の２人が退水した。ここを６：１７白②深川将平が落ち着いて決める。ここで流れをつかんだ福岡工業は２：５９
白④伊藤が攻防の切替えで退水を誘発すると、すかさずタイムアウト。確実に点差を縮めたい福岡工業は白②
深川将平がパワープレーで見事に得点し１点差の３－４で最終ピリオドを迎える。

４Ｐ　３ピリオドの勢いが止まらない福岡工業は、素早い飛出しからのカウンターを次々に繰り出し、４：２９白④伊
藤が見事に同点ゴールを決めた。津田学園も同点に追いつかれるとゴール前のカットインでゴールを狙うが得点
はならなかった。終盤を迎え、決定打がほしいとき残り３８秒で津田学園がタイムアウトを取った。青⑨橋本がサイ
ドからシュートを放ったが得点ならす、すると、直ぐに今度は福岡工業が残り１４秒でタイムアウト。しかし、ここも
得点はできず４－４の同点で延長戦を迎える。

ＥＸ１　後半で大きな流れをつかんでいる福岡工業が果敢に攻めこむがシュートが入らない。青⑧増田も負けずと
カットインを繰り出したがＧＫに阻止される。前半も終わりかと思った残り４秒に、白⑫深川幹徳が選手の不意を突
く見事なカットインから退水を誘発し、会心のゴールを決めた。

ＥＸ２　延長戦前半の流れで福岡工業が優勢かと思われたが、津田学園の勝利への執念はすさまじかった。１：２
６青⑤今井が鋭いドライブから見事にゴール右サイドに突き刺し同点ゴールをもぎ取りＰＴ戦へと持ち込んだ。

ＰＴ戦の先行は津田学園、第１スロアーはポストにぶつけ、福岡工業の第１スロアーは落ち着いてゴールを決め
た。津田学園の第２スロアーを福岡工業のＧＫがここ一番で会心のセーブ。そして第２スロアーがバウンドシュート
を決め０－２とする。津田学園は悪い流れを断ち切りたいところだが第３スロアーもゴール枠を外し、最後に福岡
工業の第３スロアーが長い戦いに終わりを告げた。

津田学園の最後まであきらめずに戦う姿勢には感銘した。明日の３位決定戦での健闘を祈りたい。福岡工業は
平成５年に全国制覇しており、１７年ぶりの優勝に大きく期待したい。


